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ブ
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イ
ス
ラ
エ
ル
に
パ
ッ
ク
旅
行
の
二
日
目
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
の
宿
に
泊
ま
っ
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
一
帯

は
、
山
上
の
垂
訓
や
イ
エ
ス
の
奇
跡
譚
、
ペ
ト
ロ
達
と
の
出
会
い
等
、
キ
リ
ス
ト
教
誕
生
の
中
心
地

で
あ
る
。
我
々
も
湖
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
、
ペ
ト
ロ
も
釣
っ
て
い
た
と
い
う
淡
水
魚
を
食
し
た
が
、

案
内
し
て
く
れ
た
の
が
「
キ
ブ
ツ
」
が
経
営
す
る
旅
行
社
と
聞
き
、
懐
か
し
く
も
驚
い
た
。 

  

キ
ブ
ツ
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
集
団
」
）
と
言
え
ば
、
我
々
の
学
生
時
代
、
ソ
連
の
「
ソ
ホ
ー
ズ
」
、

中
国
の
「
人
民
公
社
」
と
並
ん
で
、
世
界
の
代
表
的
な
協
同
組
合
だ
っ
た
。
中
で
も
キ
ブ
ツ
は
、
財

産
の
共
同
所
有
、
身
分
の
平
等
、
機
会
の
均
等
、
子
供
の
集
団
育
成
を
と
っ
て
お
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ア

社
会
主
義
の
理
念―

能
力
に
応
じ
て
働
き
、
必
要
に
応
じ
て
受
け
取
る
ー
の
具
現
化
だ
っ
た
。
一
方
、

建
国
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
と
も
連
動
し
て
お
り
、
キ
ブ
ツ
は
開
拓
農
業
、
食

料
増
産
の
担
い
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
軍
事
基
地
、
民
兵
組
織
で
も
あ
っ
た
。
キ
ブ
ツ
か
ら
は
首
相

を
初
め
政
府
高
官
や
軍
指
導
者
を
多
く
輩
出
し
、
ま
た
第
一
次
中
東
戦
争
（
独
立
戦
争
）
に
お
け
る

犠
牲
者
の
割
合
は
高
か
っ
た
。 

 

二
十
世
紀
の
第
四
・
四
半
期
、
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
り
ソ
ホ
ー
ズ
が
、
中
国
の
市
場
経
済
導
入
に
よ

り
人
民
公
社
が
解
体
さ
れ
た
が
、
同
じ
こ
ろ
キ
ブ
ツ
も
危
機
を
迎
え
た
。
産
業
の
高
度
化
に
よ
る
財

務
の
悪
化
と
流
出
者
（
脱
会
者
）
の
増
に
よ
る
働
き
手
の
減
少
で
あ
る
。
八
〇
年
以
降
に
と
っ
た
対

策
と
し
て
は
、
一
つ
は
非
農
業
分
野
の
拡
大
に
よ
る
増
収
で
あ
り
、
食
品
、
化
粧
品
の
生
産
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
加
工
業
、
観
光
業
等
に
進
出
し
た
。
二
つ
め
は
、
キ
ブ
ツ
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
も
の
の
、

一
部
財
産
の
私
有
や
外
部
で
の
給
与
受
給
を
認
め
、
家
族
単
位
で
の
子
育
て
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
人
手
対
策
と
し
て
外
部
労
働
者
の
雇
用
も
あ
っ
て
、
キ
ブ
ツ
の
原
則
で
あ
る
平
等
主
義
や
搾
取

の
廃
止
か
ら
外
れ
た
部
分
が
増
え
て
い
る
。 

  

現
地
在
住
の
案
内
人
Ｓ
さ
ん
は
、
子
供
の
こ
ろ
家
族
で
日
本
か
ら
キ
ブ
ツ
に
移
住
し
、
そ
こ
で
育

っ
た
。
結
婚
を
機
に
キ
ブ
ツ
を
離
れ
た
が
、「
子
供
に
と
っ
て
良
い
所
だ
っ
た
。
今
の
キ
ブ
ツ
は
す
っ

か
り
変
わ
っ
た
」
と
少
し
寂
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。 

 


